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Kondo と Takayanagi が TEM を用いて発見した直径 1nm 長さ 5nm のヘリカル金ナ









リウムで模擬された半無限金電極の間に挟まれている。表 1 は計算した HGN に含ま
れる原子数を示している。片方の電極からもう一方の電極にまで広がるグローバルな









図 1 単原子ワイヤーおよび 7-1 ナノワイヤーのチャンネル電子の分布の等密度面。
(a)単原子ワイヤーの第一チャンネル。7-1 ナノワイヤーの(b)第 1 チャンネル、(c)第 3
チャンネル、(d)第 4 チャンネル。左側の電極から注入された電子のチャンネルを示
す。黄と緑の球は外殻と内殻の原子をそれぞれ示す。ワイヤー両端の角体は電極。 
表 1 ナノワイヤーに含まれる 
原子数 
 
 内殻 中殻 外殻
単原子 9   
7-1 9 63  
11-4 24 101  









表 2 伝導率とチャンネル透過率  
 
 単原子 7-1 15-8-1 
伝導率 
(G0) 0.96 5.19 14.44
1 ch 0.958 0.997 1.000
2  0.995 0.996
3  0.970 0.991
4  0.938 0.982
5  0.653 0.975
6  0.640 0.954
7   0.942
8   0.931
9   0.899
10   0.891
11   0.841
12   0.834
13   0.732
14   0.691
15   0.645
16   0.595












図 1 に 7-1 ナノワイヤーの左の電極から入射された電子の伝導チャンネルを示す。
比較のため単原子ナノワイヤーのものも示してある(a)。伝導チャンネルは必ずしも
7-1 ナノワイヤーの原子鎖に沿って形成されているわけではないことがわかる。特に、
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